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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Synopsis

　　エ…d・・t。・md・・st・・d　the　sig・ificance・f　i。・line，　whi・h　is。。，，se。ti。l　mi。，。．el，m，。t　f。r　th，

physi°1°gical　fun・ti。・・f　human　b・i・g，　the　ec・1・gi・・1・ppr・・ch・f　the　e1，m，nt　t。　man　is　c。n、id，，ed

to　be　available　and　significant　for　our　present　recognition　on　the　matter、

　　B・sed・・the　b・・ic　c。1・・id・rati・n・。・th・g・・chemical，　bi・ch，mi、。L　me亡。b。1三。，　and　i。d。，t。ihl

aspects°f　i。di…the　re1・ti…hip・f　end・mi・g・iter　t・i・di・・w・s　1。ai。1y　di，c。s，ed　i。　t，，ms。f

the　eti。1・gy　and　hi・t・rical・。・・id・・ati・・。・the　p・・Phyl・xiい・iむh　sp。ci。l　referen、，　t。　h。m，n

ecological　apProacll，

　　The　a・th・・th・・ef・re　att・mpt・d　t・c1・・ify　th・・c。・y・t・m・f　h・m・n　b・i・g　t・i。di。，　th，。。gh　the

nlanuscrlpt・

　　　　　　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　う）では，環境汚染という形をとるものでないが，こ

　われわれが疾病問題を巨視酌に考える場合，例えば　　　の物質の生体とのかsわり合いを考えるには生活環境

細その関心が大衆化している公害を取上げてみて　という面からながめるのが最も聡しいよう．に思わ才、

も，生活環境の汚染という立場で容易に理解されるよ　　　る。換欝すれば，生活必須要素としてのヨー一ドを人類

うになった。とにかく，今日われわれが健康問題を考　　　生態学の立場から考察することにより，生体系の一側

えるときには・その・デ・アとしての環境樋視Lな　酷論ずる・とが可能であり，かつそれ鮪藤と考

くてはその解決のえられぬものが多し・。　　　　えた。

著者がことに述べようとするヨー’ド（沃素ともい　　　　ところで，ヨードといえば誰でも甲状腺腫を思いだ
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丸地　信弘

すだろうが，幸いわが国は海洋国で習慣的に海産物を　　　環は大よそ第1図に示したような状況で展開されてい

好んで摂取する傾向があるので，ヨード摂取不足に　　　るとみてよかろう。

よる典型的な地方病性甲状腺腫は一般的に考えられな　　　　自然界中のヨードは殆んどヨウ化物として存在し，

い。しかし，世界では開発途上国を主体に今日なお約　　　ごく稀に遊離状態で天然水中に含まれている。鉱物中

2億に及ぶ人民がヨード摂取不足に基因する地方病性　　　には基本組成としてヨードを含むものもあるが一般に

甲状腺腫に罹患しているという事実を見のがすことは　　　低濃度である。土壌中では0・2～12㎎〃程度の含有と

できない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　される。天然水には0．01～4μ9／e，海水で50μ9／4程

　この小著がヨード代謝系を通してみた生体一環境系　　　度の含有量といわ承る。飲料水については，いろいろ

の理解の一切となれば幸いである。　　　　　　　　　　　な報告があるが，七条の報告によれぽ殆んどが0・7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　μ9／4以下であるが，温泉地などでは異常に高い含有

　　　　　　ヨードの分布と産出状況　　　　　　　　　燈が認められたという。木気中でも極く微貴（O・　OOO5

　この物質は，i811年フラソスの化学者Bernard　　　～O，　OOO2iOP／M8）のヨードは確認されるが，海岸から

Courtoisにより発見され，紫色の蒸気を発すること　　　遠く離れた地方では栄養上必要な量には及ぼないとさ

からGay－Lussacが“lode”と命名したものである。　　　れている。一方，油田及びガス井戸などの醐水にはヨ

地球上でのその分布は広く，総貴1014～10・i・’Jトンと推　　　ウ化物が海水の数百倍含有されていることから，ヨウ

定されており，ヨウ素塩類が易溶性であることから，　　　素工業ではこれを汲み上げ精製する工法が一般的にと

堪素塩類と共に自然に海水中に多く含有される結果と　　　られ，わが国では千藥曝等にそれらがみら2i　6。

なっている。一方土壌中eePN存するものは動植物体内
に入り，分解物が地中にかえり更には海水中に循環す　　　　’　　　　　　生物界中のヨー一ド

ることにもなる。こうしたヨードの自然界における循　　　　動植物中に含まれるヨード盤は第1表に示した通り

The　atmosphere二｝……二：：＝　　　　一一一1

〆グ↓↑＼・、　　　　　1
Land　plants　Pt　Soil→Spring　and　river　water→The　sea

　　＼　　　／　＼　　　ノ　　　　　　　／／　＼＼
　　　＼　　／　　　＼　　／　　　　　　　／／　　　＼＼

　Land　animals　　Rocks　　　Marines　plants→Marine　anima1s
　　　　　　　　　　　↑　　　　　　　＼＼　　　／
　　　　　　　　　　　1＿＿＿　．．，蕊謡1。塩ts

　　第1図　　自然界におけるヨP－一ドの循環

第1表　　　　　　　　動植物に含まれるヨー　ド堂　　　　　　　（＊印はwt％）

魚介及び海藻　　　（10P／leg） 植　物（UP／たの

ハマグ　リ　　2　～6　　　アスパラガス　　0．05～1．　0

イガイ　4～7　茶　　 O．　07～0．83

カ　キ0．8～6小　麦0，03～0．06
カ　　　ニ　　0．8～6　　ホウレソ草：　O．1～0．7

scL　ビO，6～11 ．T．一ソドウ豆0．05～0、08

タ　ラ0．5～5　1・マト0．008～0。38
ニ　シ　ソ　0、9～1．0　キャベッ　0．15～O．　29

サバ0，06～1，7ブドゥ0．007～0，12
’翼’ヨ’『”ジ’『ージ…1『『’…”61’忌6康”閥”¶’リソゴ0・°06～0・°9

　　　　　　　　　　　　　　　　ミカソ0．002～O．015
利尻コンブ　　　O．44＊

わかめ　
0．01＊

浅草のり　　O．　OO15＊

人体臓器　　（㎎／臓器100の

「戸　　　｝りこ　　腺　　　　　　　9、76

肝　　　臓　　　　1．21

腎　　　　且蔵　　　1・06

皮　　　膚　　　　0・88
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生活環境要素としてのヨー一ド

である。魚介・海藻類に多く含まれる理由は既にのべ　　　があるので，ヨード摂取不足の心配は全くないが，広

たところである。植物中のそれは土地により一般にこ　　　い世界の中には宗教・習慣更にはその他の流通機構上

となるが圏必要量の60％は空中のヨードでまかなわれ　　　の問題などでヨードの摂取不足を来している地方が多

ているとされている。但し，植物にとbてヨードが必　　　く存在し，そのような生活環境では地方病性甲状腺腫

須の要素であるかどうかは不明のようである。動物で　　　の発生をみる結果となろう。

は，ことに脊椎動物になればヨ・・一ドは必須微量要素で　　　　次に生体内での￥一、ド代謝の問題を考えてみよ，う。

あることは確実であり，人体では甲状腺をはじめ肝・　　Stanburyがその詳細を示したのを簡略化してみたの

腎，筋肉及び皮膚等に多く含有されている。　　　　　　が第3図である。こXに示したものは，甲状腺機能を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主軸にみた場合のヨード代謝ということであるが，本
　　　　　人間を中心としたヨード代謝系　　　　　　　論文の主題の立場からみればこれに関与している酵素

　さて，人間の生理的代謝に必要なヨードはおSよそ　　　系をブロックする物質や遺伝子異常の問題が論じられ

如何なる経路を通って生体に達し，代謝に関与し，更　　　ることになろう。

には自然界にふたLび還元されるのだろうか。　　　　　　　一方，自然界には上述の代謝系に介入し　ヨード代

　この理解のために，生体を中心にみた外環境でのメ　　　謝異常を来す物質もしられている。例えば，飲料水中

カニズムと生体内代謝系とに分けてみるのがよかろ　　　に過剰のカルシウムが含まれたり，食物中にgoitro一

う。自然界に分布するヨ　一一ドが人体に入りうるプロセ　　　genic、substancesなど含有されると抗対的なヨード

スを要約すれば笛2図に示したようになろう。主要な　　　吸収不足を来して甲状腺腫をひきおこす豊とになる。

経路は当然生物界の動植物摂取という形になろうが，　　　goitrogenic　substances　lこはキャベツなどに含まれ

自然界・から飲料水・空気という経路も充分考えて良か　　　るSCN旧，　CIO4一系物質，種子類に含有されるThi一

ろう。われわれ日本人は魚介・海藻類を多食する習慣　　　onrea系物質などがあげられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Red．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、
　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　’　－　　　　　　　　　　　ア　’　　’　tt’　ttロ

　　　　　　　　　｝㎞讃⑳…／還欝　撫辮把

the　biological

　world
　　　q

第2図　　　　外環境におけるヨードと人体との接触（丸地）　　　　・一

・V・…u・ @1－IP1・・m…d・d・牌塑一1扁♂・・dlヨ司一一遼一塑一

　　　　　　　　　　　　　　Gastro量ntestinal
　　　　　　　　　　　　　　tract　I『　12

＿一＿一一＿ご一．一＿旧　　　＿＿1　－．L．．．一＿＿＿　　　　　　一　　＿…　－1－・

翌讐r二τ＿∫藁。蕊一購：一▼調踏・竺1礎
一翅埜．1＆M°mm°「y　G・・ヲ・eti一　　瀦1，e聖璽豊
　t．．．一＿ユ、一＿＿．、　　　　／’　　　　　　　　　、．　　　　　　’　　　　　　↓

P．、B，1

TriioclothYronine
　　　　↑

　Thyroxine

「〆ρFt

←

ft　TSH

U」1『　　　Protease

Thyroglobulin

TriiodothyrQnineく一一・・　　…．一一．．一

　　　　　　　　　↓！」　Thiourea
　Thyroxine
　　　　　　　　　　Sulfonamides

　　　　　　　＼
介TSH　　　　　　ThyroglQbulin
　　Coupling　enzyme　・・

　　MOno
　　andDiiodotyrosine

第3図　　　　　ヨードの人体内における代謝系模式図　　　1
（J，B．　Stanburyの原図を単純化したもの）
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　　　　　　　　　　　　　［’11　　　　　”tt　　　　　よる10dism（ヨード中毒）などそれである。
　1．鵠，’』　　生体の自一誉ド夢票量　　　　　幽

ぶ普通，成人のヨルド必要量は一一“　HIOOμ9といわれて　　　　　　　ヨード摂取不足と地方病性甲状腺腫

いるが，1これは学者によりまた国により多少の叢はあ　　　・一生体がヨード摂取不足を来す主要な理由は何んとい

るようである・例えば・アメリカ，ラ，ナダでは錫0～　　　っても土壌・飲料水中のヨード分不足及び海藻・魚介

300μ9である。こゲした差異は，各地域におけるヨー　　　類摂取不足等によるどとが一般的である。

ド分布・’g。itr6genic　Subsitancesの存否など｝こ左布　　　　地方病性甲状腺腫は，今日でも程度の差こそあれ，

され藩ものといえよう。成人の生体内にはふつう25ny　　　世界の至る所にみられるものである。そして，その発

前後のヨ縞ドが存在し岬状腺にその伍がズトックさ　　　生は経緯度・気候・人種・信仰等とは無関係で，罹患

れている6　　　・　　…　　　1　1　　　　　　蔀も世界人口の約6％に及ぶと推測されているもので

　’・ヨードの必要量ほ，き偲春期・月経中・授乳中及び妊　　　ある。現今ではその予防策が可能となったとはいえ，

娠中に増すものである。　　　　　　　’　　　　　　　後述のような各国の諸事情より案外その効果があがっ

　　　　　　　　　　ギ旧　　　…　　　　・　　　　てないことも事実である。もっとも，今後，世界の交

　　　‘…ヨ開ドの工業’医繭への利用’1ひ　　流がますます盛んになり喰糧事情．社舗祉麟の

　わが国はその地理的特性により，ヨードは資源的に　　　改善等が計られエばその発生状況も低下する可能性は

恵まれており，’必要量は国産分で常に満されている。　　　期待できよう。地方病性甲状腺腫は，その多くがヨー

しかし，工業的には合理的生産がされていないという。　　　ド不足より招来するものとはいえ，地城によっては病

　ヨ避ドば生体にとって甲状腺ホルモ・ンの構成要素で　　・因が不明のこともあり，その対処に当6ては複合因子

あるため微量必須要素であるa，1とは既にのべた通りで　　　をも予想しておくことも必要であろう。

あるが，その他人類にとつて用途は多様である。医療　　　　ここで，その病因を基本的に考えてみたい。Agent，

用として，消毒剤（ヨードチソキ），防腐剤（ヨー一ド　　　Host，　Environmentといった古典的な疫学的模式に

フォルム）・X線造影剤（ヨ・・一・ド化油），殺菌剤（ヨー　　　分けてのべることにしよう。

ドグリセリン），治療剤（甲状腺腫，高血圧・動脈硬　　　　A）Agent　Factor：こ溜こは主因としてヨ・一ドを

化ぜんそく・擁痛…）診慰了痢・…一プ，　あげられよう．土壌・飲料水巾ゐ・一・不足は搬・・

及び予防用（地方病性甲状腺腫に対する食塩等へのヨ　　　氷河期に上層土が洗い流されたととによるものが主

簡ド添加）など肺る・また工糊としては，鱗・　で，・のゆな繊では・一ドゐ1撚界中での舗は
有機工業薬品（分析への応用）∴染料（エリスロシソ・　　通常の地域の1／10程度といわれ為。ポーランドは内

・一ズベンガル）・感光齢（シヌニン類）謬蝋光　馳帯であるが，”巴糀してチ蛸石（・一・F’含欄

材料（ヨウ化銀），合成化学用（ヨ・ウ化メチル・ヨウ　　　が多い）を使用していた時には気付かれなかった甲状

化エチル）・及び人工降雨用（ヨウ化銀）等々あげら　　　腺腫が，近年に至って合成窒素肥料に切換えたところ

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その発隼が増加したという事実があり，同様なことが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカでも西ヴァージニァ州で1900年ごろを境いに
　　　　　　ハ゜ゲン族としてのヨード　　　みられており，。うした。とがM、，ine及びKin。b、11

．，．．マτドは人類ρみな顔ず動植物の生存上に他元素で　　　のヨー一一ド投与によ．る地方病性甲状腺腫予防という実験

置弊ヤぎない独特㊧性質を持っている。これはフッ　　　的研究のヒントを与えたことも事実である。

素・塩素・臭素などと共にハρゲン族を構成し，互い　　　　B）Host　Factors　l生体は生理的にも思春期・妊

に良く似た化学的性質を持っているbこのうち，塩素　　　娠時・授乳期及び月縄時などにヨード必要盤の増加す

は生体構成に重要な要素であることは衆知であるし，　　　ることは既にのべた所であるが，思春期性甲状腺腫と

フッ素も過剰摂取が「斑状歯」を来すのに対し，適量　　・呼ばれるものなどはそうした事情より生じた代償性甲

なら「う歯予防」の効果があること等が知られてい　　　状腺肥大が主要なものであることも一般に知られた所

る。，ζの点：ヨ「ドでは後述璽ように摂取不足が主要　　　である。そのほ加　ヨード代謝系の酵素物質が遺伝的

な健康簡題を招来させるのであるが，時として過剰摂　　　に欠如するために生ずる甲状腺腫があり，これらはわ

取としての中毒発生の可能性のあることも指摘してお1　　が国でも最近に北海道や四国地方の海辮地方にみられ

きたい。例えば，ヨード又はヨード剤の連用・誤用に　　層た例が報告されている゜こうした場合，特定の人口集
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生活環境要素としてのヨード

団が地理的・社会的に隔絶したために血族結婚がくり　　　を用いていたという記録があり，ギリシャでも類似の

返され，その結果たまたま上記のような遺伝環境が生　　　ことが行なわれていたという。Bernard　Courtoisが

じれば甲状腺腫の有病率が高くなり，このような甲状　’1811年にヨードを発見したが，その5年後には英国の

腺腫患者では，甲状腺剤による治療が著効をみないな　　　Proutがヨードで甲状腺腫治療をはじめて試みてい

どのことから，そうした遺伝環境を持った集団が発見　　　る。しかし，・9　一一ドによる岬状腺瞳治療の基礎を築い

されることになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　たのはスイスのJ．F．　Coindet（1820年）である。彼

　C）Environmental　Factors：これについては，　　　はそうした過程で“Jod　Basedow”の発生することも

物理ないし化学的，生物的，及び社会ないし文化的環　　　認めている。Jod　BasedowはIodismの一一mpで，眼

境等に分けてのべるのが適当であろう。　　　　　　　　球突出以外はバセドウ病に良く似た症状を示すもの

　物理（化学）的環境要因としては，多雨環境では土　　　で，ヨードの投与を中止すれば軽快するものである。

壌中のヨードが流出し易いし，寒冷は基礎代謝の上昇　　　もっともCQindetはJod　Basedowがヨ：ドの過剰

を必要とするので相対的にヨード必要量を増加させ　　　投与によるものとは気付かず，本来の甲状腺踵治療量

る。また，既述のように飲料水中の過剰なカルシウム　　　の2500～5000倍の大量投与をしていた。［こうした’n一

含有は甲状腺腫を生じさせるものである。　　　　　　　　ドの誤用は当時いろいろな形でみられており，例えば

　生物学的環境要因として，goitrogenic　substances　　地方病性甲状腺腫のみられた地帯で，その予防のため

の存在があげられる。これらの物質は同時に甲状腺が　　　にヨードの入った容器を蓋を開いたまま寝室に置くと

んに対する発がん作用があるとされているが，カリフ　　　いうことが流行したために，IodismやJod　Basodow

ラワー・キャベツ・チューリップ等に含まれるThi－一　　が多発している。こうしたヨードの大量投与という誤

ocyanate及びそのprecusorsはヨードの甲状腺摂　　　用のために，思わぬ副作用がむしろ表面に露出してし

取をブロックする働きを有する。たX’この物質の存在　　　まい、それが…般大衆の不評を招くことになり，結局

するときには通常より多量のヨードを摂取することで　　　19fU：紀後半には甲状腺腫治療にヨードを用いることが

甲状腺腫の発生は阻止できる。その点，いろいろな種　　　中止されてしまった。　　　　　・tt　1∵

子類に含まれるgoitr。genic　substancesである2一　　　ところが，　E，　Baumannが1896年に甲状腺組織内

thiou「acil　der｛vativesはヨード多量摂取によっても　　　に微量のva　一ドが生理的にも含有されることを発見し

甲状腺腫の発生を阻止することがでぎない性質を持っ　　　たのが契機となって，甲状腺腫の予防治療に徴量のヨ

ている。しかし，この物質は熱に弱い性質’があるので　　　一ドを用いてみようという気運が再び開けてきfe。そ

一般的には問題は少ないと考えてよい。　　　　　　　　　して，201止紀初頭eCe＊　Marine，　Kimball，　Hauzinger，

　社会・丈化的環境要因としては，例えばgoctro・・　　Eggenbergerなどがふたたび木格的にヨード治療を

genic　Subg．　tancesを含む食物を多く摂取する反面，　　　行なうようになった。

環境中のヨ　一・ド含有量の多くない場合には甲状腺腫発　　　　地方病性甲状1腺腫の地域的予防策にヨード投与を行

生の可能性が生じよう。また，単純な食物摂取パター　　　なう方法を確立したのはアメリカのMarineとKim一

ンで，それらの食物にヨード分が充分含まれない場合　　　ballである。彼等は1916～1920年にオハイオ州で11

にも甲状腺腫が発生するであろう。ルーマニアでは甲　　　～18才の女性約5000名を選び，半数に1回0，29rの

状腺腫のことを“adisease　of　Poverty”とさえ呼ん　　　KIを飲料水に入れて内服させ年間に1人4．　Ogr飲用

でいる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　させるようにした。その結果，対照群に較べ甲状腺腫

　いずれにせよ，地方病性甲状腺腫聯1職学的には組　　　の発生に明らかな予防効果のあることを確認したもの

織の実質的増殖・肥大，のちに退行を来すものである　　　である。

が，巨視的にみれば「疾病」t’U・うより，むしろ生体　　　　1924年には，スイスのある郡では甲状腺腫予防のた

のHomeostatas維持のための代償性変化とみなすべ　　　めにヨー一ド添加食塩を一般大衆が使用すべく立法化が

きものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　計られたが，これは世界ではじめての画期的な足跡と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なった。この年にはアメリカでKimballが地方病性
　　地方病性甲状腺腫の治療と予防の歴史……ヨ　　　　　甲状腺腫の集団予防活動をミシガン州においてCOm．

　　一ド投与法の史的考察　　　　　　　　　　　　　　munity　scaleで実施している。これでは，食塩5000

　有史以前，すでに中国では甲状腺腫の治療に海綿灰　　　に対しKI　1の割に加えたいわゆる“lodized　salt”
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を用いたもので，この活動には州保健局・製塩業者及　　　用を勧告したにもかかわらず立法化でぎていない。　’』

び販売店が協調したという点でも意義があった。とこ　　　』今日，Iodized　salt使用を法律で規定している国’lr

うが，・この活動に対して反対論が二・三出された。第　　　の中には，下記のように部分的適用にどどまる国もい

1に連邦農務省化学局がヨードは毒物であるので，販　　　くつかある。　　　　　　　　1

売ずるIodized　saltの袋の表面に“skull　and　cros9．　一一　　　（1）金国的使用：カナダ・コPソビァ・コスタリ

bOnes”を明記せよというのであった。しかしこれは　　　カ・グァテマラ・パナマ・パラグァイ・ユーゴスラヴ

連邦側の意見のみに止った。次の反対はアメリカ甲状　　　イア，これらの国の中でも，関係者の協調・連絡不足

腺外科医等で，Iodized　saltの普及は眼突性甲状腺　　　のためにplain　saltがIodi2ed　saltの2倍で販売

腫の多発のおそれがあるとするものであった。しか　　　されて社会施策上問題となった所もある。

し，これも現実には問題になら．ないことがこの活動の　　　　（2）　特定地方での使用；メギシコ・オラソダ・ブ

結果が証肌た。なお，Kimb・llは1951イ1・に上記活動　ラジル・カレガリア…ンガリー・ペルー・・もちろ

地域の追跡調査を試み，Iodized　saltの地方病性甲　　　ん1これらの国では地方病性甲状腺唾の流行地のみに

状腺腫予防効果を確認している。　　ゼ　　　　　．　　　法律を適用している・

’l」方，米国公衆衛生協会の地方病性甲状腺腫対策委　　　　最後にヨード添加法の技術的問題に多少ふれておこ

員会は上誰の成果｝・湘し，1936～玉948年題り・の　う・最も一纐勺なのが1・dized・・1tであるが・撒

病気の予防のためにヅ般大衆がIodized　saltを用い　　　及び保存技術上の難点・更には添加割合の問題が多少

るよう各州においてキャンペーソをぐり広げた。同上　　　残されている。食パソにヨードを添加する方法がpt時

委員会は，地方病性甲状腺腕を・afood－deficiency　　・オランダでとられたが，パソ消費墨が年令・階層’人

disease〃と呼び，全米でIod｛zed　saltが用いられる　　　種等によりことなるので1必ずしも良い方法でほな

よう法律で定めるよう働きかけたが，習・は失敗に終　い・騎期・妊刷受乳婦等には・一ド舗錠剤の投

った。　　　　』．　　　　　与がある・また激料水に・一ド槻入させる方法も
　地方病性甲状腺原の予防法開発に貢献した米團で　　　オランダ等で試みられたが，不経済のためその後用い

も，その予防のためにIodized　saltの使用を容易に　　　られていない・

する立法化には失敗したものの∫．カナダ・コロソビア

そして．キシ。などはその立法化繊功している．も　　　　　おわりに　　・・，

っとも，世界的にみるとIodized　salt使用を法律で　　　　地方病性甲状腺腫の集団的予防にヨード投与を試み

定めている国の数はまだ少ない。地方病性甲状腺腫の　　　る方法をはじめて確立したアメリカのMarineが，そ

流行している国が現在でもまだ多いというのに，どう　　　の体験を通してこんな警句を残している……“予防可

してその予防のためのヨード投与を法律で規定すると　　　能な病気のうち，地方病性甲状腺腫ほど対策のたてや

ころが少ないのだろう。それらの実情をみてみると大　　　すいものはない。その社会が予防的対策の努力さえお

体次のような理由があげられる。、　tt　・　　　　　しまなければ1白1ちにその病気のリストをそこから除

　（1・）　開発途上国では多くそ・の技術的障害や政策上　　　外できょう．（i。

の困難がある。　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　われわれの社会にはまだ「がん」とか「循環器系疾

　（2）行政的に実施するのを疑間視する国がある。　　　患」のように未解決のものがあり，世の中はその対策

・（3）行政的立場からすると，他に優先順位をうば　　　への可能な努力を惜しまない。しかし，そうした陰に

われている実情にある国がある。　　　　　　　　　　　　は沢山の慢性疾患が社会的に残されていることも事実

　（4）経済上の理由によることがアルゼンチンなど　　　である。それらの中にはt本論で述べたよ／うな性格の

ではあげられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　疾患もいくつかあげられよう。1　　　　　」

　（5）一般の関心が低いために，国民のどれほどが　　　　確かに地方病性甲状腺腫地帯などと．いわれるよう

罹患しているのかすら把握してない国がある。　　　　　　に甲状腺腫の罹患率の高い地域が多く存在するとはい

　とにかく，この病気ほ今日でも百ケ国以上にも及ん　　　え，現実の問題としてそれが他のseriOUS　ts問題をひ

でいるのに，その社会的対策としてのヨード投与を法　　　きおこすものではない。こうしte－一一・般的認識が多分に

律で規定しているのは10力国程度で，米国はじめ一1－　一一　　　本論でのべたようなその対策へ後進性と多様性を生ん

ストリア・英圓などでは科学委員会がヨード添加塩使　　　でいるのだろう。
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生活環境要素としてのヨ・・一ド

医学知識の一meへの漫透は・近い将来こうした囎　　　　　　　　（1973．1．27受稿）
に対しても新たt£　Health　Needsとしてそれを取上げ

る要求が生じよう。そうした意味で，政治・経済・社

会及び医療事情の異った国々でその種Health　Needs

が如何に取扱われてきたか，その一一・・例としてヨ・一＋ドと

地方病性甲状腺腫の問題を論じてみた。

　（この主題は，かって著者が東大医学部保健学

科で学生に講じたものであるが，それに今日的立

場から多少手を加えたものである。

　この論文は，たまたま著者がMayo　Clinic（米

国ミネソタ州）に留学中，信州医誌編集部より依

頼をうけ手持ちの資料のみで記述したので，検討

を充分なしえなかった部分もあるが，御了解願い
たい。）
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